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平行２本線路の特性インピーダンスの計算 

 

平行２本線路 

平行２本線路はレッヘル線路、あるいはフィーダと呼ばれることもある。 

 

 

 

 

 

 

Lの計算 
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Cの計算 

=LC  (TEM線路一般に成り立つ)より、 
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ここでは、d>>rの近似が成り立つ場合について、簡易に計算する方法を紹介したが、電気映像法を用い

て近似なしで解析的に解く方法もある。 

 

  

I 

r   

r   
d   

l   

rd    

-I 



2019.9.2 T. Hirano 

 

グランドの上の１本線路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グランド（無限に広いと仮定）の上の１本線の特性インピーダンスは、鏡像の原理を用いて平行２本線路

の結果から導出することができる。 

 

電界は右図のようになっており、GND面に

垂直に入っているので、電磁界分布は変わ

らない（解の一意性）。GND から上の空間

のみを考えると、電流は同じでありながら

(GND にも磁界の接線成分に比例する電流

が流れる)、電圧は電界の接線線積分なの

で、半分になっている。すなわち、特性イン

ピーダンス Z=V/Iは平行２本線路の 1/2の

値となる。 

 

 

 

 

 

 

GND 

𝐼 

𝑉ℎ  

GND 

−𝐼 


